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上
回
特
別
展

OM"醐 d8STissus d8 Ly帆 1醐ヴィ タト リ7女王の肖像 装飾布 ( 1 850~年収)

パ文化の交流地域、そして絹織物文化の中心として発

展しました。口本と白つながりも古く 、とくに上回と

は、かつて上団地方から蚕極を輸出したり、何人かが

訪問するなど、歴史的に深い関わりを持ってきました。

この特別展は、東京 ・京都 ・大阪、そして、かつて

は 『蚕都』と呼ばれた上回を加えた、全国4会場で附

保されたものです。

人口/122.235人 (+60) 男/59.9四人(+19) 女 /62.2描人(+41) 世補/42，7訂I干刀7
外国人登録者数/ 2.018人 (+24) 男/ 1.153人 (+6) 女 / 865人(+18) ()は前見比

〈再生紙を使用しています〉

B月10日から25日まで、上田高砂殿で 「上回特日限 ・

フランス絹織物王朝芸術の精華 ・リヨン絹織物主術

館コレクゾヨン(18-20世紀)Jが開催されました。

期間中はおおぜいの市民が訪れ、18-19世紀の最も

華やかなフラ ンス絹織物を中心に、各国の王室を彩っ
kん@う

た華麗な織物装飾などを地能Lていました。

リヨンはフラ yス第二の都市で、古くからヨーロッ
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「
政
治
が
悪
い
」
と
号
一
回
・
つ
品
別
に

ま
ず
投
票
を
/

同
月
初
日
は
長
野
県
知
事
選
挙
で
す

一
票
は
先
人
か
ら
の

貴
重
な
贈
り
物

昨
年
は
、
暫
通
選
学
制
度
確
立
叩
周
年
、
婦

人
幸
政
権
確
立
回
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で
し

た。
か
つ
て
、
選
穆
権
は
、

一
定
年
齢
以
上
白
男

性
で
、
か
っ
、
あ
る
斜
度
の
税
金
を
納
め
て
い

る
人
に
し
か
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
日
の
よ
う
に
、
初
段
以
上
の
す
べ
て
の
人

に
、
選
惨
継
が
号
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
戦
後
の
附
如
初
年
か
ら
で
す
。

そ
し
て
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
先
人
た
ち

の
良
く
、
つ
ら
い
闘
争
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
、
ふ
だ
ん
『
た
り
前
に
忠
勺

て
い
る
逃
場
臨
も
、
実
は
そ
の

一
川市

一
政
が
、

先
人
た
ち
の
夢
と
ロ
マ
ン
を
託
し
た
私
た
ち
へ

の
貴
重
な
附
物
は
の
で
す
。

上
田
市
の
投
票
率
は

グ
ラ
フ
ー
は
、
昨
宅
行
わ
れ
た
選
挙
に
お
い

て
、
過
去
の
机
富
市
率
の
推
移
を
去
に
し
た
も
の

で
す
。
書
議
院
品
目
通
常
選
挙
で
は
、
国
政
選

挙
と
し
て
初
め
て
回
%
を
割
る
な
ど
、
い
ず
れ

由
選
準
も
全
体
的
に
低

F
傾
向
を
示
し
て
い
ま

す。
グ
ラ
フ
2
は
、
書
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投

諜
串
を
年
代
別
男
女
別
に
し
た
も
の
で
す
。

よ
く

3
わ
れ
る
よ
う
に
、
政
治

・
選
挙
離
れ

を
反
映
し
た
若
者
脳
の
設
業
率
の
低
下
が
心
配

で
す
。ま

た
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
置
と
し
て
、

女
性
四
投
票
率
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

宰
議
宇
品
目
通
常
選
挙
で
は
、
附
和
時
師
干
の

選
法
下
以
米
、
女
性
白
役
山
県
串
が
常
に
到
性
を
上

回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
例
年
の
選
挙
で
女
性
白

投
摂
串
が
、
別
性
の
投
禁
事
を
下
回
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
で
も
あ
り

ま
す
が
、
非
市
に
残
念
な
結
果
で
す
。

グ
ラ
フ

3
は
、
平
成
7
年
に
実
施
さ
れ
た
選

挙
の
投
訂
以
所
別
投
州
市
率
(
平
均
値
)
で
す
。

新
興
住
宅
地
や
ア
パ
ー
ト
の
集
中
す
る
地
域

の
投
票
率
が
低
い
の
が
わ
か
り
ま
す
。
綾
川
口
弘
率

は
、
そ
こ
に
住
む
人
の
郷
土
へ
の
費
者
む
の
高

t 
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。



. 
さ
に
も
左
右
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
住
む
地
区
の
校
止
訴
の
枝
川
事
古
川
、

い
か
が
で
す
か
。

-
票
の
重
み
を

見
つ
め
直
そ
う
/

日収近
、
政
治

・
選
挙
に
対
す
る
無
関
心
自
の

噌
大
が
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
か
た
で
も
、
長
近
話

題
に
な

っ
た
住
専
問
凶
や
物
師
、
老
人
介
護
、

長
気
な
ど
の
諸
問
題
に
は
、
関
心
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
選
事
の
た
び
に
、
策
権
ば
か
り
を
決

め
こ
ん
で
い
る
と
、
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
こ
う

い
う

E
豆
な
問
題
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

1:0'7711同率の榔(%)[醐険制鵬、閥会随員還付 陽 会 嗣 騨]
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「
わ
た
し
の

一
裂
で
は
、
な
に
も
変
わ
ら
な

い
」
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
し

か
し
、
棄
権
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
人
の
忠
屈

が
、
政
治
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
の
は
確
実

で
す
。

「
い
ま
の
政
治
が
悪
い
」
と
言
う
前
に
、

自
分
目
立
見
を
梨
に
託
す
-
」
と
が
大
切
で
は
江

い
で
し
ょ
う
か
。

叩
月
別
日
は

長
野
県
知
事
選
挙

叩
月
初
日
に
は
、
長
野
県
知
事
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
ど
っ
か
、
自
分
担
持
つ

一
漂
白
重
み

を
問
い
凶
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

一
票
に

よ
っ
て
、
必
ず
や
、
す
ば
ら
し
い
明
日
白
郷
土

が
築
か
れ
る
は
ず
で
す
。-

選
併
に
附
す
る
聞
い
A
n
わ
せ
、
不
明
白
占
、

ご
意
見
、

ζ

希
望
な
ど
は

上
問
市
選
惨
行
即
委
品
会
(
咽
窃

4
l
o
o
-

困
1
6
7
1、
問
問昭
一6
4
3
8
)

ご
応
募
く
だ
さ
い
/

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

政
治
・
選
卒
に
対
す
る
意
識
を
叫
め
、

為
に
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ
る

よ
っ
に
、
市
民
自
持
さ
ん
か
ら

「明
る
い

選
挙
峠
尭
標
品
」
を
#
梨
し
ま
す
。
多
数

の
応
持
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
内
容
・

明
る
い
選
挙
推
進
に
関
す
る

我
が
街
の
未
来
を
担
う
こ
の

E至ヨ 年代別男女別投票寧(%)[平成7年審格院鰻員選率]
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初

金。

も
の

マ
応
募
方
法

郵
便
は
が
き
に
標

語
(
人
何
点
で
も
可
)
、
口
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
を
明
記
し
郵
送
し
て
く
だ
さ

い。

マ
送
付
先

上
田
市
選
挙
管
郎
委

口
金

(〒
3
8
6上
同
市
太
手

l
l
H
1

国

)

マ

応
募
期
限

凶
月
日
口
出
マ

入
選
作
品

入
選
打
全
貝
に
記
念
品
を
附

早

マ

そ
の
他

応
募
作
品
の
版
権
は
主

催
者
側
に
属
し
、
人
選
t
H聞
に
つ
い
て
は
、

明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
蹴
極
的
に
活
川

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
票
(
平
抑
制
川
諸
問
削

]
) 問

8OaJ.'..L上"c代網膜"問・."相."~・代..代

投累所別投票寧(%)[平成7与に実絡した選診の投票率 (平均値)]
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ロかヨた
が
て
き
ヲ
包
」とはっ・

d 

17日に発生

アこ
め

問い合わせ

総務課(困1206)

9
月
1
日
は

「
防
災
自
日
」
で
す
ロ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
傷
跡
は
い
ま
だ
に
残

り
、
最
近
で
も
8
月
日
日
に
東
北
で
震
度
5
を

記
録
し
た
地
震
が
起
き
る
な
ど
、
災
害
は
い
つ

起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

地
震
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
毘
害
を
忘

れ
ず
に
、
防
災
の
た
め
の
教
訓
と
し
て
生
か
す

た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

h
u
v

“va添
市
W

防
災
会
織
を
側
二
う

民
事
が
起
き
て
も
あ
わ
て
ず
に
、
車
脹
の
離

も
が
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
こ
白
機
会
に

家
庭
に
お
け
る
防
災
会
噂
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

[車
族
防
民
主
慣
の
ポ
イ
ン
ト
]

-
地
震
等
発
生
時
の
家
篠

一
人
ひ
と
り
の
役
割

分
担
を
決
め
て
お
く
。

圃
家
肢
が
離
れ
ば
な
れ
に
は
っ
た
時
四
集
合
場

所
・
連
絡
先

・
連
緒
方
法
を
決
め
て
お
く
。

-
避
難
場
所

・
避
難
ル

I
卜
を
確
認
し
て
お
く
。

な
お
、
広
墳
避
難
場
所
ご
と
に
、
広
境
避
難

場
所
党
知
君
臨
(
写
真

5
ペ
ー
ジ
上
段
)
を
段

置
し
ま
す
の
で
、
党
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

-vbr岡
市
地

d
伊
d
p

上
田
市
で
は
、
阪
神

・
淡
路
太
震

災
事
の
教
訓
を
断
ま
え
、
地
域
防
災

計
両
の
凡
ほ
し
を
行
い
ま
し
た
。
市

民
自
椅
織
に
関
わ
る
見
出
し
事
項
め

う
ち
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
広
域
避
難
問
刷
所
(
5
ペ
ー
ジ
由

一

覧
表
)
を
見
直
し
、
日
刊
か
所
に
す
る

と
と
も
に
、
避
雌
所
開
設
問
当
者
を

一
か
所
に
つ
き
2
人
指
名
し
、
原
則

と
し
て
合
鍵
を
持
た
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

②
避
難
所
開
設
担
当
者
は
、
長
野
県

中
部
に
震
度
6
以
k
白
地
位
が
発
生

し
た
と
き
、
ま
た
は
円
宅
付
近
の
民

許
状
況
に
よ
り
被
書
が
叫
レ
八
だ
と
予

怨
さ
れ
る
と
き
は
、
指
示
が
な
く
て

も
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

③
広
峨
避
難
局
所
の
っ
ち
、
次
回
6

か
所
に
備
捕
拠
点
を
設
け
、
企
料
や

ポ
ー
タ
ブ
ル
先
屯
機
、
投
光
機
、
ろ

水
器
、
給
水
袋
等
の
資
機
材
を
備
蓄

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

-
備
蓄
拠
点

[
干
曲
川
右
岸
]
消
明
小
学
校
、
塩

尻
小
半
校
、
段
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

[
千
曲
川
左
岸
]
上
回
創
造
館
、
東

塩
田
小
学
校
、
川
西
小
学
校

[4 J 7 9 IA'摺ラえた'8



広域遊殿場所を碕毘しましょう/
(写真 広域遊綴渇所覚知看板)
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南 小学根

曲

wem櫨
何
也
リ'
山山田

l
u
E
仰の

用
意
を
H
H

被
災
地
に
救
便
物
資
が
届
く
ま
で
の

3
日
間

程
は
、
自
分
た
ち
で
対
処
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な
も
の
を
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
非
常
持
ち
出
し
袋
に
入
れ
、
す

ぐ
に
取
り
出
せ
る
よ
う
手
近
な
と
こ
ろ
に
置
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
持
ち
運
び
に
あ
た
っ
て
の

重
さ
由
目
安
は
、
男
性
同
岡
、
女
性
叩
匂
欲

張
り
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

[用
意
す
る
物
の
ポ
イ
ン
ト
]

-
質
量
ロ
山
現
金
(
公
京
電
話
用
に
叩
円
硬

貨
が
あ
る
と
便
利
で
す
。
災
害
時
は
電
話
由
一

般
回
線
由
利
用
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
四
際
、
公
京
電
話
は

一
般
の
電
話
よ
り

通
じ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

1
0
0
円
硬

貨
や
テ
レ
ホ
ン
カ
!
ド
は
使
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
由
た
め
に
川
円
硬

貨
も
用
意
し
て
お
き
ま
し
?
っ
て
預
金
通
帳
、

印
鑑
、
権
利
証
暫
等

・
側
帯
ラ
ジ
オ
・
怯
中
電
灯

(予
備
の
電
池
も

忘
れ
ず
に
)

-
救
急
車
品
消
毒
薬
、

解
熱
剤
、
回
腸
葉
、

か
ぜ
葉
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、
ガ
l
ゼ
、
包
帯
等

(持
病
の
あ
る
人
は
常
備
軍
も
忘
れ
ず
に
)

圃
非
常
宣
品
カ
ン
パ
ン
・
缶
詰
(
火
を
過

さ
な
い
で
も
企
?
り
れ
る
も
の
)、
水
、
水
筒
、

紙
コ
プ
プ
・
紙
皿
等

※
避
難
後
の
生
活
必
需
品
と
し
て
、
米
・
レ
ト

ル
ト
の
お
か
ず
等
も
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
ま
類
・
そ
の
他
下
着
、
上
着
、
靴
下
、

タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
生
理
用
品
、

紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
等

※
赤
ち
ゃ
ん
、
お
年
寄
り
、
病
人
な
ど
へ
の
配

曜
も
忘
れ
ず
に
、
家
臨
構
成
に
応
じ
て
準
備
し

本
6
1
U

ょ・っ。

ま
た
、
宜
品
な
ど
は
賞
味
期
限
専
を
定
期
的

に
占
、
検
し
ま
し
ょ
う
。

地区名 広犠遊雛場所 対象自治会 m 鴻a問砲降

信州大学繊維学部
踏入・泉町・上常田・中常国・ 第 1

軍部 東務地区酷虫センタ
下常国・北常国・材木町・常入 分団

東小学校

南部
日本たばこ達費甥士E工場 南天神町・皐平・北天神町・松尾町・

車ニ中学校 贋匠町・本町・末広町・大手町 分団

中央
第 中学 校 機町・海野町・原町・誼町・馬場町・

清明小学校 田町 ・丸堀町 ・木町・北大手・
車 3

上川原柳町・下川原柳町・量宕町・
分団

北部
北小学棺 上甑，台町・鍛冶町・上房山・下房山・

第三中学校 柳町・新田・山口・上紺屋町

西小学校
下紺雇町・録原・西脇・軒町・寝首都・

第 5
西部 生爆・幡町・躍が丘・新置・融制t. 

市民体育館
緑が丘酉・城北

分団

様下小学枝

域下
第四中学捜 小牧・偲肪醇・須川・中村・朝日ヶ丘・ 第 6

上回子幽高等学校 三好町・掴所・中之条・千幽町 分団

南小学枝

塩毘小学桂
第 8

塩尻 塩尻地区公民館 枇和・よ塩尻・下塩尻
分団

よ田酉高等学校

川辺 川辺小学校
よ図原・川辺町・倉升・神畑・下之条・ 第 7. 上田創造館

泉図 州自由細駆問主むタ
基地・車草地・半過・福田・吉田 分団

車耕鳩醐[トウトク鍋 大島・岩下・下青木・みすず台南・
第10

神川 神川地区公民館 みすず台北・上青木・梅が正・久保林・
分団

神川小学技 累坪 ・よ沢・圏分 ・下堀・よ堀

神科小学捜 畑山・伊~山 ・ 富士見台・住吉が丘 ・

神科
第五中学技 神科書提厘・野竹・西野竹・笹井・ J11原・ 第12

神科児童センタ 岩門・染屋・蛇目・金井・大久保・墨島・ 分団

上田量谷丘高等学世 金剛寺

森・大日本・畳入・宮之上・小井図・

豊殿
豊酷小学捜 中吉国・町吉田・ひかり・桜台・下吉田・ 第13

豊村環境改善センター 林之郷・下郷・岩清水・ !<R・赤堀・ 分団

車戸

富士山 程圏構造世普センター 下組・中組・奈良尾
第15

車塩田
亜塩田小学校 平井寺・詰子・石神・柳沢・下之蝿・ 分団
東塩田保育園 桜

中塩田小学校
下本蝿・車五加・五加・上本揖・中野・

中塩田
塩田中学校

上小島・下小島・保野・学海南・舞回・
車14

車圏西デイサビス.，タ 分団

オルti'.l針。，中央工場
八木沢・八舞・学海北

西塩田
旧西塩田小学校 十人・塩図新町・車前山・西前山 ・手嫁・ 車16

塩図西小学校 山図・野倉 分団

B所逼泉 相 染 閣 分去 ・大過・院内・上手 第17分団

浦E
浦里小学校

仁吉田・岡・浦野・越戸・車之木
第18

川西小学校 分団

小皐
軍大中学校

小泉
第四

11国社会福祉セノター 分団

室賀
室賀基幹集苦セμター

下室賀・上室賀・ひばりケ丘
車19

室賀惇育園 分団

-広域避難場所一覧表

-長対象自治会はあくまでも目置であり、最寄りの渇所に選徹してください。

[5 J 7 広認ラ;UO8.9. 



ワ

「救急業務Jを
正しく理解しょ

9
月
9
日
仰
は

『
救
量
の
日
』。

ホ

国
が
昭
和
日
年
に
、
救
急
輩
務
に
対
し
て

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

救

急
町
田
を
定
め
ま
し
た
。

上
田
市
で
は

4
台
の
救
血
車
告
、
4
か
所
に
あ
る
消
防

署
で
運
用
し
て
お
り
、
平
成
7
年
の
年
間

救
急
出
場
件
数
は
2
7
1
5
件
で
、
1
日

当
た
り
約
7
1
8
件
救
急
車
が
出
場
し
て

い
ま
す
。

「 義急車の呼び方 | 

落ち着いて“119"をダイヤル
次の手順で救急車を呼びましょう

消防署の問いかけ 答え方

火事ですか 7
救急です

教思で すか ?

救急車の行く場所を答えて

場 所 ，. ， 
〈ださい。

[交通司匹綾などの屋外の場合]

自相模物，. ? 00の東側の道路上

住 所 l孟 ? {例)00公民館の東50mの
00 (鮭名)です。

どうしましたか
急病です (主必事故です)

意闘はあり ますか 意随はある (ない)

呼吸はある (なLリ
病気の人やケガ人 00が痛い(苦しい)

の 状態は
吐いている(いない)

あなた (遜報者) 0000です。

の名前と電話番号 llll一口口口口です。

『空
白
の
5
分
間
』
と
は

な
ん
で
す
か
?

消
防
署
が

『
1
1
9
番
』
通
報
を

畳
け
て
か
ら
、
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
時
間
は
、
全
国
平
均
約
5
分

間
か
か
り
ま
す
。
こ
の
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
時
聞
を
『
空
白
の

S

升
間
』
と
い
い
ま
す
。

脳
が
酸
講
な
し
で
生
き
ら
れ
る
の

は
、
わ
ず
か
3
1
4
分
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
教
ρ埜
皐
が
到
着
す
る
ま
で

の

『空
白
の
5
分
間
』
に
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
て
い
る
人
が
い
ち
早
く
、

正
し
い
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
で
、

多
く
の
命
を
救
う
磁
車
が
向
く
な
り

ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
正
し
い
応
急
手

当
て
を
行
う
た
め
の
『
普
通
救
命
講

習
会
h

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
排
し

く
は
、
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応思手当ての指示があったら
応急手当てを行って 教""'を待ち.しょうー

ltO!;7鎌倉市との
~鮪嫁梅市交涜演奏会

姉崎都市銀倉市の蝿倉シティプラ

スと上田市消防団音護隊との主流潤

奏会を主により行います (無料)。

マ とき 9月22日嗣午後 1時四分 ~

マとニろ 上回市民会画大ホール

マ問い合わせ ，肖防本部輯務臨

(圃@Ol19)

通
報
を
畳
け
て
、
救
意
書
早

が
現
場
に
撞
く
ま
で
の
時
聞

は
、
全
国
平
均
約
5
分
で
す
。

救
急
車
が
壇
く
ま
で
の

『
空
白
の
5
分
間
」
は
、
近

く
に
い
る
人
が
適
切
な
応
急

手
当
を
す
る
こ
と
で
、
歯
を

救
う
確
率
が
高
〈
な
り
ま
す
。

呼
吸
と
心
腹
が
停
止
し
て

か
ら
生
き
返
る
ま
で
の
確
率

は
、
3
分
後
で
花
向
、
4
骨

建
で
叩
向
、
5
分
後
で
お
%

と
少
な
く
な
り
、
叩
分
後
に

は
0
%
に
近
く
な
り
ま
す
。

応
急
手
当
3
時
間
舗
習

(普
通
救
歯
舗
習

H
楠
料
〉

を
次
に
よ
リ
聞
き
ま
す
。

マ
と
き

9
月
引
日

ω
-

n日
闘
の
都
合
の
よ
い
日

・

午
珪
2
時
1
5
時

マ
と
こ

ろ

市
消
防
金
蛇

マ
申
し

込
み

9
月
2
日
側

1
同
泊

日
樹
に
市
内
各
消
防
署
へ

マ
問
い
合
わ
せ

上
田
中
失

消
防
署
(
岡
窃
0
1
1
9
)
、

上
回
南
部
消
防
署
〔
困
@
0

1
1
9
)
、
東
北
分
署

(四

@
0
1
1
9
て
川
西
分
署

〈
冊
滑
り
0
1
1
9
)

[6 J 9 広報ヲ£だ8
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11~38(8) 

.とき/11月 3 日田I~文化白日

待望の上惜越自動車道・小結~更埴間の開通が間近となり、上田・小

県地場及び鰐接する圏域にもいよいよ高速交通網時代が到来Lます.こ

れを記章Lて、上団地域広域行政事務組合などで組織するハイウェイサ

イクリング婁行垂員会では、軍部講の丸 IC (インターチェンジ) . s 
A (サービスヱリア)から千曲川さかき PA(パーキングエりア)聞を

結ぷ全畳35同のサイクリング大会 (競技大舎ではありません)を聞きま

す。ご軍族、亙人など誘い合ってご多加〈ださい。

みください(先着200台)。

.ところ/上慣越自動車道東部掛白丸 IC.S .問い合わせ・書加刷込書の摘求・申し込み/書

A-上田百平 IC-千山川さかき PA間 加人数に制限があるため、事前に必ず聞い合

※集合・解散はよ回菅平 IC わせをした上で、申し込みください。

.書加責格/小学3年以上(18歳未満は保護者の 『〒386 上回市住吉70-12 醐「日広」内ハイ

承諾曹が必要。小学生は保護者と静走するこ ウェイサイクリング実行委員会事務局J(困@

ととします) 3939・困ゆ1250)

.書加人員/3000人 (県内1000人) URL ht句//www.fiks.com/n問。

ら"'定員になり次第、 締め切ります。 ;封書加申込書は、市役所本庁舎1階ロビー・

.書加料/高校生まで~ 1000円、 一般~ 1500円 教育委員会庁舎にもあります。

・輔め切り/10月10日附まで (当日消印有効) -内容についての聞い合わせ/ハイウェイサイク

( 

-...し込み/書加申込書lこ必要事項を記入し、書 リング実行委且会事務局=上団地場広域行政 ( 

加料を添えて現金書留で申し込みくださ L、。 事務組合内(上田市天神2-4-55・圃@2130・

やむを得ずレンタルサイクルを希望される人.... ~~8980) 

は、事前に電鯨でお問い合わせの上、申しi!，哩B' URL http://www.umic.ueda.nagano.jp 

r コ Eヘ 司F帯 、3qD 35 
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情報
卜』出店者募集

資源活用広樹 ・上国市消費生活展 (r広報』次号で

梅線予定)で当目、家庭にある不用品などの阪売をさ

れる人を募集します。

マとき 9月28日出・ 29日間 Vところ 中央公民

館 'Vl$加費無料 マ申し込み 9月20日樹までに

生活環境課(市役所本斤舎 1踏・困1389)ヘ

『フリーマーケッ

-と11/9月17日出

(開場=午後6時・開演=午後6時30分)

.とこる/よ図市文化会館

.入場料/大人=20叩円

高綬生以下=1000円(全席自由)

.チケ ヲト取り緩い/琴光堂・よ園西武・文化

会館・市民会館 ・市内各公民館・社会教育銀

.問い合わせ/社会教育鰻<1IlIゆ引02)

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「生
涯
学
習
講
習
会
」

---
V
と
き

凶
月
5
日
出
午
前
凶
時

1
正

午

マ

と
こ
ろ

上
岡
市
文
化

セ
ン
タ
ー

マ
事
加
費

5
0
0
円

マ
講
潰
内
容

①
N
H
K
野
球
解

説
者
、
元
競
売
匡
人
軍
監
督
・
川
上

哲
治
さ
ん
に
よ
る

『私
白
野
球
人
比
広

②
国
際
ス
コ
!
レ
協
会
会
長
・
永
池

柴
吉
さ
ん
に
よ
る

『生
涯
学
習
は
家

庭
か
ら
』

マ
問
い
合
わ
せ

中
央

公
民
館

(m窃
0
7
6
0
)

マと.. 11月17日(日午後 1時30分-4跨マ

とニろ 中央公民館大会譜室ほかマ複崎将

1部門につき300円(小 中・高校生は無料。

郵送の場合は作品に300内の郵便小為替を同封)

マ働め切り 9月30日間までに 『〒386 上

図市材木町t-2-3 上回市中央公民館「短時型

文学祭係JJ(圃草加76ωへ
. 「短時型文学畢』応募規定

部門 l制限l 応募方法

1首|岳できるだけ原稿用紙を使用
I (現代詩1;t400字詰め原繍周紙)

骨優初に部門名を赤で位入

2句|喧次に伎所 ・氏名 ・量廃名・電路

番号を犯人(小・中 高校生

2句| は学校名・学唖名も位入)

曲作品を術書ではっきり記入

骨JlII孟自由で、作品は未発表作
現代詩I2編| に寝る

eE罷を跡電車率草書岡市ヨ庄司勢3BS

一
粒
の
命
感
じ
よ
う

「稲
刈
り
教
室
」
へ

/

••• 
稲
刈
り
は
、
育
て
た
人
た
ち
に
と
っ

て
最
も
う
れ
し
い
日
で
す
。
そ
の
う

れ
し
さ
の
お
す
そ
わ
け
を
畳
け
ら
れ

る

『
ふ
れ
あ
い
稲
刈
り
教
室
』
に
書

加
し
ま
せ
ん
か
。

マ
と
吾

川
月
ロ
日
出
午
前
9
時

叩
分
(
受
け
付
け

)
1午
桂
2
時
泊

分
ご
ろ
〔
雨
天
決
行
)
マ
と
二
ろ

J
A信
州
う
え
だ
中
塩
田
支
所
付

近
の
ほ
場
マ
資
格

市
民
で
小
学

生
商
学
年
以
上

(小

・
中
学
生
は
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
)
の
叩
家
族

(害
加
者
多
数
回
場
合
は
抽
選
)

マ
費
用

l
家
臨
2
5
0
0
円
(お

土
産
の
米
5
岡
を
含
む
〕

マ

申
し

込
み

往
復
は
が
き
に
書
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
『
〒
3
8
6
市
内
大
手
l

短歓

俳句

川柳

ご参加くださいr.
『市政懇談会』へr:.-

-
H
l
M
市
役
所
段
林
課
内
「
上
田

市
来
消
費
改
普
対
策
協
議
会
」
』
(困

1
4
5
4
)
ヘ

マ

畳
付
期
間

9

月
日
日
附

1
同
部
日
附
(
郵
送
は

9

月間
ω
日
制
必
着
)
マ
達
意
事
項

①
保
険
証
は
当
日
必
ず
持
書
し
て
く

だ
さ
い
。
②
主
催
者
が
レ
ク
リ
エ
ー

ン
ョ
ン
保
険
を
か
け
ま
す
。
事
故
に

つ
い
て
は
応
急
処
世
を
除
き
、

一
切

質
任
を
白
い
ま
せ
ん
。
③

i

申
込
後
白

書
加
料
の
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

上
回
女
子
短
期
大
で

森
敏
孝
リ
サ
イ
タ
ル

••• 
マ
と
き

9
月
幻
日
出
午
桂
2
時

間
演
(
午
桂
l
時
初
分
開
場
)
マ

と
二
ろ

上
回
女
子
短
期
大
学
・
北

野
講
堂
(
下
之
郷
)
マ
出
演
者

森
敏
孝
さ
ん

(
日
本
オ
ペ
ラ
界
を
代

表
す
る
テ
ノ
ー
ル
・
上
国
女
子
短
期

r市政懇設会』日程表

と き と 』 ろ 肘象地区

9月E日開 中村自治会舘 城下地区

9月25日嗣 塩尻地区公民館 塩尻地区

10月 1自由 中央公民館 東部地区

10月15日出 よ野が丘公民館 神科地区

10月17日制民村環境改善センター 霊殿地区

• 

縄問"午後Y略から9時までの予定
上記以外の日程也、次号以錫でお知らせします

広帯ラ ~t::8. 9. [8] 7 

大
学
講
師
)、
加
納
悟
郎
さ
ん

(ピ

ア
ノ
伴
書
・
上
回
女
子
短
期
大
学
講

師

)

マ

入
場
方
法

無
料

(
要
整

理

券

)

マ
申
し
込
み

返
信
用
封

筒
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
。
回
円
切

手
を
貼
付
し
た
も
の
を
同
封
の
上
、

9
月
刊
日

ω必
着
で

『
〒
3
8
6
1

1
2

上
岡
市
大
字
下
之
郷
6
2
0

上
回
女
子
短
期
大
学

「コ

ン
サ
ー

ト
保
」
』
品
叫
⑬
2
3
5
2
)

へ

全
国
刑
務
作
業
製
品

三
千
点
を
展
示
即
売

••• 
マ
と
き

9
月
5
日
嗣

1
岡
山
日

ω
マ
と
こ
ろ

ジ
ャ
ス
コ
上
回
庖

催
事
場

マ
内
容

全
国
の
刑
務
作

業
製
品
(
家
具
、
紳
士
服
、
味
噌
な

ど
約
3
0
0
0
占
)
回
展
示
即
売

マ
問
い
合
わ
せ

長
野
刑
務
所

(困

0
2
6
1
2
4
8
1
1
1
1
4
)
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『消費生活大学』受講者募集
マ期間 12月から翌 年 31lまで (出席回数'<8日間程度) マ 内容

消費者問題経済知織 生活設計、法律知機など マ 畳間借資格 県 内の

居住者で、 20蔵以上の男女 マ 愛情料無料 マ 募集期間 9月 2日伺)

-10月3!日同マ串し込み・問い合わせ生活環境課(市役所本 庁舎 1
階・包1389)

也君淘762

(主催者の'"合により変更する淘合があります)

.二の丸 1-2 上田市民会館

• 1 

露
赤
の
感
性
に
期
待

上
回
の
景
観
写
真
展

••• 
市
で
は
、
慣
れ
た
景
観
宜
産
の
発

掘
を
図
る
た
め
、
次
に
よ
り
市
内
田

町
並
み
、
歴
史
的
景
観
、
自
然
景
観

な
と
由
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

マ
題
材

上

回
の
特
色
あ
る
町
並

み
、
歴
史
的
景
観
、
自
然
景
観
、
都

市
景
観
な
ど
、
市
内
で
撮
肥
し
た
景

観
に
関
係
す
る
も
白
で
あ
れ
ば
題
材

は
自
由
で
す
。

マ
サ
イ
ズ

カ
ラ

プ
リ
ン
ト
四
つ
切
り

マ
期
限

凶

月
日
日

ωま
で

マ
提
出
先

述
築

指
導
課
(
市
役
所
本
庁
舎
4
階

・
困

1
5
8
6
)
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
属
一
早
川
月

i
u月
に
中
央
公

民
館
お
よ
び
上
回
創
造
館
に
展
示
す

る
予
定
で
す
。

マ

そ
の
他

①
応

募
占
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
②

画
題
、
搬
影
場
所
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
普
い
て
、
写
真
由
裏
側

に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
③
応
募
さ
れ

た
作
品
は
、
県
主
催
の

『上
小
地
域

を
感
じ
る
風
景
写
真
展
』
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
写
真
展
は
、
上
小
地
域
を
順
次

展
示
す
る
予
定
で
す
。
④
応
募
者
全

E隠別回.材木町'.2.3上田市文化会館

員
に
記
念
品
を
お
贈
り
す
る
と
と
も

に
、
作
品
は
展
示
後
お
返
し
し
ま
す
。

特
定
優
良
賃
貸
住
宅

入
居
者
(家
賃
助
成
)

••• 
現
在
、
市
内
中
央
2
丁
目
に
建
設

中
由
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
(
柳
津
合

名
会
社
が
建
設
し
、
柳
屋
不
動
産
株

式
会
社
が
住
宅
の
管
理
を
行
い
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
人
に
賃
貸
し
、

回割111.上園原1640

水墨画陽演会

〈山圏実.さん)

月日 催し 開演略聞 入場 問い合わせ

9/1B 
上国

ω 劇団朋友公演『幸福』 18: 30 会員勢
@市民96劇9鴫7 

13: 15 10図
， 11 前回朋友公潰『幸福』

18: 30 
会員券 市@民a開場

蜘 9697 

11 第 2固JA7%スティパ"
JAII州

ω (-15日)
9: 00 無料

@う8え5だ00 

時
大人 上回日中

"防
中国世舞団上国公漬 "∞ 3000円 @友好33協6会0 

(当日)

• 畏野県暴力温故県民大会 "∞ 無料
市役所

回幽 市民課

包
消防本部

{目j
雌倉市交措置牽額 "∞ 無料

@総0務1鍵19 

• ボランティア推進 訪問円 03 
11 : 30 3111 

目白 チャリティ ーコンサー ト ⑩旬発り)
7684 

包/8
原 8困

よ少@女図3市合4 少年
{目。

上田市少年少女合唱団 14: 00 ω。内 唱団
定期潰審会 79 

" 軍"団東慣地区
g ∞ 無料 @0022617 6 凶 高祖潰副合開発密会

笥
明るい温事推進大会 "ω 無料

上田市選挙

附 董理曇員会

官
オペラ『蝿.央人』 19 :凹

2500円 上回避声

幽
合唱団

(前亮り)1@2573 

祖 剣舞聾輔会
13 :∞ 無科 @場3側9会46 

陶 20周年記意提裏金

長野県鍵調節屡 (-10日)

上田市創造館

優れた景闘を写真に

固
と
上
回
市
が
家
賃
の

一
部
を
補
助

す
る
住
宅
)
由
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。マ

塙

所

上

田

市

中

央

2
丁
目

(
本
町
)
マ
家
賃

月
額
四
万
円

(
3
L
D
K
)

マ
本
人
負
担
額

所
得
に
よ
り
月
額
4
万
6
0
0
円
か

ら
日
万
2
8
0
0
円
ま
で
(
毎
年
5

%
ぐ
ら
い
ず
つ
増
額
し
ま
す
)

マ

檀
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
7

階
建
て

マ
駐
車
場

各
戸
に
l
区

画
(
有
料
)
マ
募
集
戸
数

却

戸

マ
入
居
予
定
日

川
月
l
日
仰

マ
幕
聾
期
間

9
月
2
日
聞
か
ら
岡

山
日

ωま
で

マ
申
し
込
み
・

問
い

合
わ
せ

柳
屋
不
動
産
醐
・
柳
屋
建

設
側
(
胴
8
3
2
2
0
)

マ
問
い

合
わ
せ

建
築
指
導
課

(困

1
5
4

7
)
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9/8 
マルチメディ 7 定員.. 組/

佃j
忍者棒行コース 14 ∞ 書加費1刷湖周/

(上掴まんなかネッ ト体損金) 会場=セミナールーム

" 
Aftor5セミナ

定員18組/書加.. 剛円
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制制
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盟
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国}
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16: 00 会場=ラウンジ
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-情報テーブル・

9月の休日のごみ収集
・環鏡業務諜(rrr胸 0666)

上
田
市
都
市
景
観
賞
を
募
集
ノ
.

10月4日1.r都市景観の日』です。これにあわせて、

『第 5図上凹市都市景観賞』を募集します。

わたしたちー人ひとり がまちづくりに書加し、建聾

物などの新改聾時や、日常生活の中でのちょっとした

工夫や配慮によって、突しいまち並みをつくりあげる

ことができます。

r上III市都市景観賞』 は、ニうした工夫や配慮がな

され、まちづくりに買献している、建聾物などの諸施

設や個人、間体を型車し、その奨励と良好な邸市景観

を普及していきます。

月曜日収集地区は通常どおり

収集，.休みます

9月16日明)

9 Fl23日開

δ?壁
l手
5 .. ~ 
守衛
ニ 生
対確
策保

••• 
弁
戸
水
を
位
附
し
た
り
、
霊
水
柵

な
ど
を
段
挫
し
て
、
水
道
水
を
い
っ

た
ん
溜
め
て
使
附
し
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
衛
生
の
確
慌
に
注
意
し
て
く
だ .対車

市内で過去 5年以内に、新築または改築された建

築物、工作物、広告物、生け垣、まち並み、道路、

公園、河川などで、景観、企画、設計、施工など

が唖需なもの、または慣れた都市聖観の形成に顕

著な功績のあった団体または個人。ただL、生け

坦などの年数を必要とするものは、完成年度にこ

だわりません。なお、草4固までの都市畢観賞の

畳貫施設は対車外です。

.応事 (推蘭}の方法

自属、他葺は問いません。所定の応募(推葺)用

紙(市役所本庁舎4階建築指導課にあります)

に必要事項を配入し、建築指導課まで郵送または

持番Lてください。

.応事 (推薦)期限

10月9日同まで (当日消印有効)

.審査・置考

上田市豊観事機会で審査 ・選考Lます。

.竃臨

建築主などに封Lては、賞状および銘板を、設計

者、施工者、団体などに対Lては、賞状を贈りま

す。費彰式は11月を予定しています。

布。、
。

'l
 

最
近
、

病
原
性
大
腸
菌

(D
1
1

5
7
な
ど
)
に
よ
る
感
染
症
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
飲
用
し
て
い
る
井
戸

や
畳
水
槽
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
い

る
肱
用
水
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ら
の
感
染
症
の
原
因
と
な
る
微
生
物

白
感
染
媒
体
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
個
人
白
施
設
と
な
り
ま

す
白
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
早

急
に
冊
生
蔽
保
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

-
弁
戸
水
な
ど
飲
用
し
て
い
る
か
た

①
大
腸
菌
群
白
検
査
ま
た
は
大
腸

菌
群
の
輯
査
を
古
む
基
本
項
目
検

査
(
叩
羽
目
)
を
実
施
す
る
よ
う

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

②
大
腸
菌
群
が
検
出
さ
れ
た
場
合

は
、
飲
用
す
る
こ
と
を
中
止
し
、

水
道
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③
①
で
、
水
道
の
給
水
区
域
外
で

水
道
が
監
設
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
必
ず
煮
梯
し
て
か
ら
飲
用
、

そ
の
他
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

.
畳
水
備
を
位
置
し
て
い
畠
か
た

①

水
道
水
を
畳
水
禍
に
い
っ
た
ん

湘
め
て
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、

畳
水
帽
の
水
白
成
留
埠
需
白
有
無

に
つ
い
て
検
査
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
長
期
間
使
用
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
使
用
量
が
h
y
な
い
場
合
に

[1OJ /A，認ヲ;U:!S.9 

.問い合わ管

理量指導謀(内1586)

• 上回の“すてき"

見つけましょう

は
、
消
毒
効
果
が
低
下
し
て
い
ま

す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

②
垂
水
帽
の
清
掃
を
実
施
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
最
低
で
も
年
l

回
清
掃
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

③
畳
水
帽
に
亀
裂
な
ど
が
あ
る
場

告
に
は
、
直
ち
に
そ
の
補
惇
を
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

残
留
塩
索
、
大
腸
菌
群
、
基
本
項

目
検
査

(叩
項
目
)
白
検
査
手
数
料

は
、
-
検
体
あ
た
り
8
0
0円
か
ら

8
0
0
0円

(消
費
説
を
除
く
)
程

度
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
償
課

(市

役
所
本
庁
舎
l
階

・
8
1
3
8
7
・

1
3
8
8〉
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第
辺
国

信
州
版
画
展

9
月
6
日
働

i

9
月
叩
目
側

・
よ
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

川
会
期
中
無
休

(λ
場
無
料
)

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
7
月
届
け
出
分
敬
称
略
)

盟
H
は

る

い

鈍

沢

塚

凶

美

佐

事

五

加

付
聞
製
髭
義
的
A

畠

潟

水

陰

川

辺

町

小

川

春

佼

野

竹

丸

山

信

晴

仁

古

囚

粕

谷

忠

夫

倉

升

体

様

園

奈

良

尾

怯

前

忠

雄

体

之

鱒

滝

沢

勝

美

し

塩

尻

駒
海
部
m他
川

辺

町

傾

井

さ

だ

院

内

石
弁
と
し
を
中
旬
悶

小
宮
山
は
な
土
鍛
治
町

9
月
叩
日

ωは
全
国

下
水
道
促
進
デ

l
J

••• 
日
ご
ろ
な
に
げ
な
く
利
用
し
て
い

る
下
水
道
は
、
わ
た
し
た
ち
の
南
生

的
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切

な
公
共
施
設
で
す
。

上
田
市
白
公
共
下
水
道
は
、
昭
和

日
年

7
月
に
供
用
開
始
を
し
ま
し
た
。

別
所
温
泉
地
区
(
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
)
が
昨
年
ロ
月
に
供
用
開

始
を
し
、
普
及
率
ぉ
・

3
%、
約

4

1
0
0
0人
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千
曲
川
左
岸
白
南
部
処
理

務

原

徹

朝

日

ヶ

丘

山

下

き

く

ま

手

塚

荻

原

拓

染

底

羽

柴

文

平

常

態

町

内

海

竹

よ

倉

升

氏

家

合

雄

下

糊

倒

的

加

川

肇

賢

新

屋

引

北

海

安

子

L塩
尻

町

蕊

部

下

本

郷

剖

沌

湾

勝
-

上
紺
屋
町

祁

白

石

定

雄

伊

勢

山

帥

本

間

む

つ

鈴

子

肝

伊

滞

喜

一ニ
人

浦

野

引

宮

原

開

夫

越

戸

河

北

滞

徳

弥

矢

沢

田

宮

川

お

は

ん

浦

野

内

宮

下

富

子

長

島

内

小

林

節

子

中

常

凶

師

三
鎗
一光

徳

分

去

制

小

宮

山

称

務

代

手

啄

場
は
、
今
秋
か
ら
建
設
工
事
が
拍
ま

り
ま
す
。

市
で
は

『
下
水
道
促
進
デ

l
』

に

あ
わ
せ
、

9
月

2
日
側
か
ら
同
日
日

幽
ま
で
『
下
水
道
な
ん
で
も
相
鮫
所
』

を
開
設
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
下

水
道
協
会
で
は

『
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー

ル
』

田
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

下
水
道
本
管
埋
設
工
事
中
は
、
長

期
間
に
わ
た
り
通
行
止
め
や
、
片
側

唾
行
と
な
り
、
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
下
水
道
艶
備

促
進
の
た
め
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課

(
8
1

5
3
5

・1
5
3
6
)
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井
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田
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問
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さ
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五
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絞

箪
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ぷ
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北
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M
抑
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欄

間

し
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之

郷

田

斎

藤

さ

み

よ

大

泌

刷

回

大

滞

正

仁

古
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制

柳

湾

は

る

よ

認

紡

形

創

引

女

藤

義

男

北

大

手

引

野

掛

孝

-

大

屋

町

制
回
線
原
理
太
郎
伊
勢
山

H

宮
児
邦
情
下
紺
島
町
引

日

複

井

あ

い
子
商
天
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町

目

測

す

え

じ

中

常

凶
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-下水遣いろいろコンクール {日本下水道也会)

様それぞれ住扇氏名・1<学校/学年}年目~， .J.li書号
をE入し、11月諸国防までに下水道陣へ.

ベ
y
ト
「
慰
霊
祭
」

9
月
お
日
行
い
ま
す

••• 
大
星
斎
場
で
火
葬
し
た
ペ
ッ
ト
お

よ
び
、
上
田
保
健
所
で
取
り
扱
っ
た

犬
・
猫
の
慰
霊
祭
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

9
月
お
日
附
午
桂

3
時

叩
分

マ
と
こ
ろ

大

星

斎

場

ベ

ッ

ト
慰
霊
碑
前

マ
問
い
合
わ
せ

上

小
飼
犬
管
理
対
策
協
議
会

・
動

物

愛

護
金
上
小
支
部
(
い
ず
れ
も
上
田
保

健
所
内
・
圃
お

7
1
5
3
)

、j
・
表
紙
で
紹
介
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
繍

由

記
J

縫
物
よ
図
特
別
展
』
を
ご
覧
に
怠
り

副

後

」
ま
し
た
か
?
ベ
ル
ザ
イ
ユ
宮
般
の
マ

F{
¥
リ

e

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
居
室
ゃ
、

ヨ
l
ロ
y
パ
王
室
を
飾
っ
た
鍋
縫
物
伝
ど
、
豪

華
事
げ
ん
ら
ん
忽
織
物
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
絹
織
物
の
技
術
の
商
さ
に
漕
か
さ
れ
た
.

リ
ヨ
ン
信
フ
ラ
ン
ス
鍋
総
物
の
代
名
聞
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
筏
街
水
準
の
高
か
っ
た
鶴
市
で
、

上
回
と
は
蚕
櫨
の
鎗
出
な
ど
歴
史
的
な
つ
怠

が
り
が
あ
っ
た
と
い
う
.

上
園
地
方
の
優
良
な
蚕
種
が
市
却
を
超
え
最

高
の
筏
衝
に
よ
っ
て
見
苓
な
絹
縫
物
が
作
ら
れ

て
い
た
と
考
え
る
と
、
悠
慨
も
ひ
と
し
お
。

『蚕
綜
よ
図
』
を
絢
り
に
感
じ
た
・
(
た
な
か
}

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
四
歳
ま
で

の
動
労
青
少
年
マ
@
込
方
法

9

月
日

E
同
か
り
岡
田
日
出
ま
で
に
、

宵
少
年
ホ
!
ム
〈
消
防
本
部
前
〉
へ

畳
常
料
を
漏
え
て
ど
う
ぞ
。
電
話
で

も
各
支
け
付
け
ま
す
耐
窃

7
1
1
7
)

マ
受
陽
料
パ
ソ
つ
ン

1
5
0
0

円
、
そ
の
他
の
教
室

3
0
0
0阿

-勤労青少年ホーム10月開鶴綿塵

l 鱒座名 |制 | 期間|回数|定員

茶道教室(裏千 家 )1月 |羽/7-3月中旬|珊|悶人

生げ花教室惜涜議題調 1月 |叩/7-S問中旬|咽|臥

生け花教室(草月 )1火 |叩/1寸月中旬|咽 |臥

パソコン教室|水 110/ト問中旬 |咽 II1A
生け花教室(池幼 )1木 |附 3-3月中旬 |初回118人

エアロビク ス教室|金 110/1ト明中旬|咽 |却人

活お崎聞は、ヱアロビクスが午後7袴-8時30分 その

他の鶴座医午後6時30助~午後8崎潤ゆ

-
量
占
、
紙
面
の
偲
舎
で
2
回
続
け
て

『編
集

後
紀
』
を
褐
織
し
て
い
な
い
.
す
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
人
か
ら

ζa-最
後
紀
』
ゃ
め
ち
ゃ
っ

た
の
?
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
に

』
と
聞

か
れ
た
・

uん
と
な
く
婦
し
い
よ
う
訟
、
む
ず

か
ゆ
い
よ
う
怠

ー自
然
と
口
元
が
ほ
こ
ろ
ぷ
・

い
つ
も
、
本
当
に
く
だ
ら
な
い
よ
う
な
自
分

の

『独
り
官
』
を
、
ほ
ん
の

-
湿
り
の
人
で
も

践
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
う
と
、
ホ
ッ
と

す
る
。
文
才
が
怠
い
か
ら
、
ま
と
め
る
の
に
も

臨
時
閣
が
か
か
る
@『
陳
ん
で
ほ
し
い
』
危
ん
て

曾
え
る
ほ
ど
の
文
章
で
は
、
も
ち
ろ
ん
な
い
.

だ
か
ら
余
計
、

-
F
を
か
げ
て
も
ら
え
れ
ば

『今

回
も
・
〈
の
に
苦
労
し
た
け
ど
、
よ
か
っ
た
ナ
』

と
感
激
す
る
自
分
で
す
。

(

に
し
ぎ
わ
v
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.お年寄りのl罰すについての相談会

bとき 9月30日田)午桂 1時から4時30分 bとニろ

高齢者福祉センタ- 1>相談料 無料 1>担当者

国立小諸療聾所 ・姻内静子さん 1>申し込み 個人相

談で予約制です。希望のかたは 9月27日悩までに申し

込み くださ L、。1>問い合わせ 高齢者福祉センター

(匝臨119)

.お産の不安を和らげる『母親学級』へ

お産に対する不安を和らげ、安心して丈夫な赤ち。

んを産み育ててい くためのお手伝いをさせていただく

母親芋級を現在行っています。予約は不要ですので、

直接お出かけください。

b対象 妊娠中の人(出産予定日 平成9年1月まで〕

bところ 塩凹母子健康センター(固ゆ3149) 1>持

ち物 母子健康手帳 ・筆記用具1>その他 テキスト

代(実費)が必要です。1>問い合わせ 極田支所(盟国画

3000) 

・母貌学級の日程と内容

肘企

.謹辺裕太くん
(，.1;4か月 上紺屋町〉

f車が大好き.ェ."

の作業車を遭で見ていま
す』と母のみづ"さん。

保健 診tt
回 月日 内容

3 9月4日嗣
呼吸注と綬鰐体操 (突後)、
仲間づくり (グループワーク)

4 9月11日制
赤ちゃんの生活と保育、
お風Eの入れ方 〔実習)

5 9月18日制
珊演「子育てと観子のきずな」
先輩ママからのメッセージ

健康推進課

時間陥午後1時30分から4時まで(受け付けは午後 1時から〉

『健康教室』へ

いつまでも健康な生活を送っていただくため、保健

補導員が中心となって『健康教室』を聞きます。どなた

でもお気軽におでかけくださL、。なお、40歳以上で健

康手帳をお持ちでないかたには当日お渡しします。

じ〉問い合わせ 健康推進課(!ol1625)

内容

楽しく体を
動かしましょう

.来て、見て、聴いて/

9月の目程表• r健康教室」

成人病は、肥満や太りぎみが大きな原因といわれて

います。でも、いざ体重を減らすとなるとなかなか難

しい 。ちょっと気になるかたも、たくさん気になる

かたも、参加してみませんか。

「トク卜ク』とは、心臓の音&得々の意味です。

bと書 9月24日ωから11月8日幽まで bところ

市保健センターほか 1>定員 25名(先着順) 1>畳

摘料 2500円(ヘルスチェック賢ほか) 1>申し込み

9月13日幽までに健康推進課(因1625)へ。1>モの曲

すでに医療を受けている人、 肥満に該当しない人は

対量とならない場合があります。

.トクトク教室の日程と内容

.卜ク卜ク教室で楽しくやせよう

血圧刻定も実路します。

.国立東信病院で 『家庭介護教室』

国立東信病院で『やさしい介護教室』を開催します。

bとき 9月初日幽午後2時から 3時30分まで b 
ところ 国立東信病院 b内容 家庭でできるリハビ

リ(介護者も楽にできる介護方法) 1>定員 20名(電

話で畳け付け。先着順) 1>害加料 無料(質料代は別

途必要) 1>その他 筆記用具を持書。スカ ー トを避

け、身軽な服装でご書加ください。1>問い合わせ

国立東信病院継続看護研究会(臨⑬1890困203)

[12J 1 9. 広報ラ.:tだ8

上困保健所

市役所
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て

午前9時四分|みましょう」

市役所
保健セJター

Ifレクリエーンヨンで楽しく
午後 1時30分|

a 時|体を動かしましょう」
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